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（注）

押印

お申込の押印をお忘れのないよう
お願い致します。

保険料算出基礎数値、

保険料算出基礎数値

（注）税込金額

1.建物の主要構造部のうち、柱、はりおよ
び床がコンクリート造または鉄骨を耐火被覆し
たもので組み立てられ、屋根、小屋組（最上階
のはりを含む。）および外壁のすべてが不燃材
料で造られた建物

1.外壁のすべてが下記のいずれかに該当
する建物
（a）コンクリート造 （b）コンクリートブロック造 

造石）d（ 造がんれ）c（

A級、B級に該当しない建物

2.建物の主要構造部のうち、柱、はりおよび床が
木材または鉄骨を防火被覆したもの（注1）で組
み立てられ、外壁のすべてが不燃材料または準
不燃材料で造られもしくは被覆された建物。た
だし、外壁、柱、はりおよび床については、通常の
火災時の加熱に1時間以上耐える性能を有す
るもの（注2）に限ります。

2.土蔵造建物
3.鉄骨造建物で、外壁のすべてが下記のいずれか
に該当する建物
（a）不燃材料または準不燃材料で造られたもの
（b）不燃材料で被覆されたもの
4.建物の主要構造部のうち、柱、はりおよび床が
木材または鉄骨を防火被覆したもの（注1）で組
み立てられ、外壁のすべてが不燃材料または準
不燃材料で造られもしくは被覆された建物。た
だし、外壁、柱、はりおよび床については、通常の
火災時の加熱に45分以上耐える性能を有する
もの（注3）に限ります。

（注1）柱もしくははりに構造用集成材（厚さ20mm程度の挽き板を
繊維方向に平行に積層接着したもの）等を使用した場合また
は床の表側に畳もしくは一定の厚さ以上（A級構造にあって
は40mm以上、B級構造にあっては30mm以上）の木材を使用
した場合には、その部分の防火被覆は必要ありません。

（注2）建築基準法施行令第115条の2の2に定める木造3階建共同
住宅等をいいます。

（注3）建築基準法施行令第107条の2に定める木造準耐火建築物
等をいいます。
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